The Envoys to China in the Tang Dynasty from Bo-hai by 酒寄 雅志
渤海の遣唐使
酒寄　雅志
はじめに
渤海は698年に起こり、926年に遼によって滅ぼされるまで、高句麗人や靺鞨諸部を統合して、
中国東北地方から朝鮮半島北部およびロシア沿海地方に広がった国家である。９世紀半ばには、
唐から「海東の盛国」（『新唐書』巻219・北狄・渤海伝）と称えられた。本稿では、この渤海が
派遣した遣唐使について概観するが、渤海は自国の史書を残さなかったため、主に新旧『唐書』
『冊府元亀』などの中国史料や、『続日本紀』をはじめとした日本史料によって論を進めていくこ
とにしたい。
１．渤海の遣唐使の変遷
渤海の建国は、高句麗の滅亡後、唐の営州（中国遼寧省朝陽市）に移住させられていた高句麗
人や靺鞨人が、万歳通天年中（696～697）に起こった契丹人の李尽忠の乱を契機に、営州の東二
千里にあたる東牟山（吉林省敦化地方か）に拠って自立をはかったことに始まる。しかし唐（周）
の武則天は、彼らの自立を阻もうとして契丹の降将李楷固を派遣した。大祚栄は高句麗と靺鞨の
兵を糾合して楷固らを撃退した。そして祚栄は自ら振（震とも書く）国王を名乗り、698年（聖
暦元、文武天皇２）ころに（1）、国を起こしたのであった。
705年（神龍元）11月に、武則天が没すると、復位した中宗（在位705～710）は、侍御史張行
岌を振国に遣わし、祚栄に入貢を勧めて懐柔する外交方針に転換した。祚栄も、王子を入唐させ
親唐的姿勢を示した。いわばこれが、渤海（当時は、振国と自称）の最初の遣唐使となった。そ
れもつかの間、突厥と契丹が連年のように唐の辺境に侵入したため、唐と振国の交通は途絶える
ことになった。しかし即位直前の玄宗は、積極的な外交政策をとり、713年（先天２）、郎将崔忻
を大祚栄のもとに送って冊立し、左驍衛員外大将軍・渤海郡王・忽汗州都督に任じた。これを機
に、祚栄は振国を改めて「渤海」を国号として名乗り、毎年のように遣唐使を派遣することにな
った。718年（開元６）には、大祚栄の男大述芸を人質である宿衛とし、唐に服属と忠誠を誓っ
た。以後、遣唐使の派遣は、『冊府元亀』などの中国史書に100回以上数えることができる（表
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この祚栄に代わ
って、719年（開元
７）、「大いに土宇
を斥く。東北の諸
夷畏れ、これに臣
す」（『新唐書』渤
海伝）と、領土拡
大の野心をもった
大武芸が、第２代
王（在位719～737）
になると、渤海と
唐との関係は急速
に悪化した。722年（開元10）、渤海の領域拡大に危機感を抱いた黒水靺鞨は、唐との関係強化を
意図して、「漢官」つまり唐の官人の派遣を要請した。さらに726年（開元14）には、唐が黒水府
を置いて長史を派遣したため、武芸は「必ず是、唐家と謀を通じ、腹背より我を攻めるなり」
（『旧唐書』巻199・渤海靺鞨伝）として、同母弟の大門芸を派遣して黒水靺鞨征討を目論んだ。
しかし宿衛の経験のある門芸は、黒水靺鞨との対立は、唐との関係断絶はもとより、渤海の滅亡
を招きかねないと諌言したが、武芸は耳を傾けないばかりか、門芸の殺害を謀ったため、門芸は
唐に亡命することとなった。武芸は執拗に門芸の返還を唐に求め、ついには732年（開元20）９
月、張文休に登州を攻撃させて刺史の韋俊を殺害し、捕虜を渤海に連れ去った。遣唐使は、登州
攻撃の前年の731年（開元19）10月に、大姓取珍を派遣したあとに停止され、両国の国交は断絶
した。しかし735年（開元23）末ないし、翌736年（開元24）の初頭ころに、突然、武芸は王弟大
茂慶を朝貢使として唐に派遣して謝罪し、両国は和解へとむかった（3）。それは突厥の 伽可汗が、
734年（開元22）12月に殺害されて（『冊府元亀』巻975）、突厥内部の動揺が高まり、渤海は軍事
的な支援を突厥に期待できなくなったことが第一の要因であった。さらに契丹の酋長可突于が内
部闘争に敗れて逃亡し、これに呼応したように同年、武芸が遼西の馬都山に出兵したものの、唐
に大敗を喫したことと関わりが深いとみられる（4）。
その後、武芸は毎年のように遣唐使を派遣するが、とりわけ736年（開元24）の大首領多蒙固
が入唐したときには、先年の登州や馬都山における唐渤戦争で捕獲した水手などの唐人捕虜の本
国送還を行っている。
737年（開元25、渤海大興元）、武芸の跡を継いで大欽茂が即位すると、738年（開元26、大興
２）６月には、『唐礼』をはじめ『三国志』『晋書』『十六国春秋』などの書写を唐朝に願い出て
許されている。そこには渤海が唐文化に強い関心を持っていたことがうかがえ、官司制や地方行
政組織、さらには天宝末年（755）に、上京（黒竜江省寧安市）のように唐の長安城を模した都
城の建設など（5）、唐の制度に倣った律令国家の建設が推進された。
欽茂の治世は57年の長きにわたるが、754年（天宝13載、大興18）から766年（大暦元、大興30）
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表１ 『旧唐書』『新唐書』にみる渤海遣唐使の概数
までの間、遣唐使の派遣は４回と比較的少ない。ちょうど755年（天宝14載）11月に、御史大夫
兼范陽節度使であった安祿山が反乱を起こし、さらに史思明へと引き継がれて、唐国内が大混乱
した時期である。８年にもおよんだ安史の乱も、763年（宝応２）正月に、史思明の子史朝義が
殺されて、ようやく収束した。この間、758年（乾元元、大興22）には、安東都護王玄志が派遣
した王進義によって、粛宗（在位756～762）と玄宗（在位712～756）の復権を計画していること
が伝えられた。しかし欽茂は直ちに王進義の言を信じることができず、確認のための遣唐使を派
遣した（6）。また759年（乾元２、天平宝字３、大興23）には、賀正使の楊方慶が、安史の乱の最
中、唐から帰国できずにいた日本の遣唐大使藤原清河を迎える使節の高元度を同行して入唐して
いるが（7）、楊方慶らは賀正使と称しながらも、唐国内の動向の情報収集的な役割を担っていたも
のと思われる。
安史の乱の終息後は、『旧唐書』渤海靺鞨伝によれば、大暦２年（767）から大 10年（775）
までの間、毎年あるいは隔年、時には１年に２、３回も遣唐使を派遣したとする。表１のように、
『新唐書』渤海伝も、大暦年間（766～779）には25回、建中年間（780～783）から貞元年間（785
～805）には４回の遣唐使が派遣されたと伝える。表２の「渤海の遣唐使一覧」によっても、大
暦年間（766～779）には25回、建中年間から貞元年間は11回の遣唐使が派遣されていることが確
認される。
この間、欽茂は762年（宝応元）に渤海郡王から渤海国王に進封されたが、773年（大暦８）に
は、渤海の質子が皇帝の服である袞竜
こんりょう
を盗む事件が起こっている。それは「中華の文物を慕う」
（『冊府元亀』巻41・寛怒）あまりであったというが、渤海国王となった欽茂が袞竜を着して、渤
海国内はもとより周辺靺鞨諸部に、自らが唐の皇帝と比肩しうる王であることを誇示しようとし
たのかもしれない。
ともあれ793年（貞元９、大興57）３月４日、57年もの長き治世の末、欽茂が没すると（8）、王位
を継いだ族弟大元義（第４代）が、「猜虐」（『新唐書』渤海伝）として在位１年にも満たず、国
人によって殺害された。かわって欽茂の孫の大華 （第５代成王）が擁立されたものの、またし
ても短命に終わるという王権の混乱があった。この二人の王は、何れも即位を報告する遣唐使を
派遣せず、冊封を受けることもなかった。しかし欽茂の孫の大嵩 （第６代康王）が立てられる
と王権は安定し、大元瑜（第７代定王）・大言義（第８代僖王）・大明忠（第９代簡王）へと王
位は継承された。そして818年（元和13）に、高祖大祚栄の弟の大野勃の系譜を引く大仁秀が即
位して、第10代王となった（宣王）。第９代王の明忠の在位が僅か３カ月と短く、王系も異なる
ことから、仁秀が王位を明忠から簒奪した可能性が高い（9）。
ともあれ仁秀は、「頗る能く海北の諸部を討伐し、大いに境宇を開くに功あり」（『新唐書』渤
海伝）と領域拡大に積極的であり、対唐外交も活発に行った。表１のように、『新唐書』渤海伝
は、元和年間（806～820）には16回、長慶年間（821～824）には４回、宝暦年間（825～827）に
は２回の遣唐使が派遣されたとする。確かに、表２の「渤海の遣唐使一覧」を見ても、嵩 から
仁秀の治世にかけて、遣唐使が活発に派遣され、唐・渤関係が緊密であったことがうかがえる。
830年（大和４）に、仁秀が没すると、仁秀の孫の大彝震が第11代王となった。『旧唐書』渤海
靺鞨伝には、「開成（836～841）後、また職貢を修むること絶えず」とあり、また『新唐書』渤
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海伝は、唐の文宗の治世中（827～841）に12回、会昌年間（841～847）には４回遣唐使を派遣し
たとする。『冊府元亀』外臣部にも、麟徳殿や宣政殿で、遣唐使が宴を賜った記事が確認できる。
その後、王位は彝震の弟の大虔晃（第12代王、在位857～871）、大玄錫（第13代王、871～895）
へと継承され、遣唐使も『旧唐書』渤海靺鞨伝によれば、会昌年間（841～846）には４回、咸通
年間（860～874）には、『新唐書』渤海伝は３回派遣されたと記されている。特に玄錫の時代に
は、学生が唐の上都長安の太学にしばしば派遣されて、「古今の制度」（『新唐書』渤海伝）を習
得している。こうした進取に富んだ外交政策の結果、この頃、渤海は「左右神策軍、左右三軍、
一百二十司」（『旧唐書』巻17・文宗本紀、大和６年〈832〉12月戊辰〈10日〉条）を設けて、唐
から「海東の盛国」（『新唐書』渤海伝）と称えられるほどに発展したのであった。
その後、渤海王権の自信を誇示するような事件が、第15代王の大 （在位907～926）の治世
中に起こった。その一つが、897年（乾寧４）の賀正使であった王子大封裔が、朝賀の席で新羅
使の上席に着けることを要求して席次を争った事件である（10）。もう一つが、906年（天佑３）に、
渤海の宰相烏 度が朝貢したおり、賓貢試を受けた息子の光賛の成績を新羅の崔彦 の上にする
ように要求したことである（11）。
しかしこうした唐朝を中心とした東アジアの国際秩序をめぐる争いも、907年（天祐４）４月、
３世紀にわたってアジアに君臨した唐の滅亡によって重大な転機をむかえた。時を同じくして渤
海では、最後の王となる が即位した。 は、唐滅亡後の混迷が深まるなか、後梁や後唐、
さらには遼にも遣使朝貢をして国家の存続を図った。だが遼の耶律阿保機の攻撃を受けることと
なり、926年（天成元）正月、 はその軍門に下り、228年の渤海の歴史の幕を閉じたのであっ
た。
２．遣唐使の構成と朝貢品
渤海の遣唐使の人数は、表２によれば、６人から120人までと幅が広く、一定の員数が定めら
れていたようには思われない。その身分も王弟をはじめ王子、宰相、首領など多様であった。使
命も、表２からは、朝貢、賀正、端午の使節であったり、渤海王の冊封に対する謝恩（叙礼・謝
冊命）や、渤海王の喪を告げる告哀と王位継承の報告の他に、873年（咸通14）のような の
乱を平定したことを賀する使節（「賀平徐州」）など、その時々の情勢に応じて、付帯されたこと
がうかがわれる。
また大祚栄の男で、第二代王大武芸の弟の門芸のように、歴代の王弟や王子が、人質である宿
衛（質子）として唐に派遣され、長安に滞在した。さらに833年（大和７、大彝震4）正月には３
人、837年（開成２）には16人の留学生が派遣されているが、「古今の制度を習識」（『新唐書』渤
海伝）して唐の文化、制度を学び、帰国後には渤海国家の発展に大きく寄与した。彼らの中には、
唐の文化人との間に深い親交を結ぶ者もいた。晩唐の詩人温庭 の「渤海王子の本国に帰るを送
る」（『全唐詩』巻583）などは、そうした親交の深さを物語るものとして特筆される。また805年
（永貞元、延暦24）春には、日本の遣唐大使の藤原葛野麻呂が、在唐中の渤海王子に拝謁して親
交を深めている（12）。さらには、前述したように宰相烏 度の子である光賛のように賓貢の試験
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を受けて及第し（13）、唐の官途に就く者もあった。
渤海の遣唐使は、入唐する際にさまざまな朝貢品を持参した。その代表的なものが毛皮で、特
に「貂鼠」と呼ばれる貂の毛皮や、「海豹」すなわちアザラシの毛皮などがあげられる。また鷹
や鶻（はやぶさ）などの禽獣、昆布や乾文魚・鯔魚（ボラの一種）などの海産物、「所製工巧無
比」（『杜陽雑編』下）と称えられた瑪瑙で作った櫃や、紫瓷盆、また金・銀の仏像などの工芸品
も貢じている。その他に、日本の舞女などの人間も献じられることがあったが（14）、朝貢品のほ
とんどが渤海領域内で捕獲ないしは産出した物産であった。
一方、唐からは帛・金帛、紫袍・緋袍、錦綵・絹などの繊維製品をはじめ、金帯・銀帯、金魚
袋・銀器などの工芸品が回賜として贈られた。渤海の遣唐使は、上記の物品の他、多様な唐の文
物を将来したと思われるが、中には日本へもたらされたものもある。石山寺の「仏頂尊勝陀羅尼
記」（現存するものは写し）は、宣王大仁秀の時代に、入唐留学の経験のある渤海大使李居正に
よって（833年〈大和七〉正月帰国）、861年（貞観３）４月に、日本にもたらされた（15）。加えて、
859年（貞観元）に来日した渤海使烏孝慎によって、大唐新様の暦「長慶宣明暦」がもたらされ
たが、これも渤海の遣唐使が入手して、日本へと転送してきたものと思われる（16）。
３．渤海と唐を結ぶ交通路
最後に、渤海と唐を結ぶ交通路について触れておきたい（図参照）。入唐路は二つあった。
遣唐使の主な入唐路は、「朝貢道」である。『新唐書』巻43・地理志７所引の賈耽（730～805、
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とある。すなわち「朝貢道」の道筋は、渤海の都である上京から一路南下して、天宝年間（742
～755）に都であった顕州（延辺朝鮮族自治州和竜県）を経て、渤海五京の一つ西京鴨緑府の置
かれた臨江に向かい、そこから船で鴨緑江を下って河口の泊 城へ向かう。そして遼東半島の突
端である都里鎮（大連付近か）に寄港した後、渤海湾を廟島群島づたいに渡って登州に至り、こ
こから山東、河北、河南を経て長安に向かったのである（17）。
前述のように、713年に、大祚栄を「渤海郡王」に冊立するために唐が派遣した崔忻が、渤海
からの帰途、旅順の一隅に井戸を掘った記念に、巨石に一文を刻んでいることも（「鴻臚井の碑」）、
都里鎮が「朝貢道」のルート上にあったことを物語る（18）。また円仁の『入唐求法巡礼行記』に、
登州に「新羅館」とともに「渤海館」という在外公館が置かれていたことや（19）、それを目指し
て歩む長安から帰国する渤海の遣唐使に、円仁自身が840年（開成５）３月20日、登州から青州
府（山東省青州）に向かう野中で会っていることも同様である（20）。この青州府は、 青平盧軍
節度使の会府であるが、 青節度使は、「押新羅・渤海両蕃」する任務を兼ねていた。それは青
州が、渤海の遣唐使が通行する交通路に当たっていたために付与された職務であった。唐の穆宗
（在位820～824）が、「青州道、渤海に金吾将軍等を授け放して蕃に還らしむ」「青州道、渤海等
に諸衛将軍を授け放して蕃に還らしむ」（『全唐文』巻647）など、渤海使放還の制勅を青州に出
していることは、まさに 青節度使が渤海の遣唐使の入唐の窓口として押領（管理）していたた
めなのである。
もう一つの入唐路が「営州道」（『新唐書』渤海伝）で、渤海発祥の地で、唐の東北経営の拠点
であった営州（遼寧省朝陽市）へ陸路向かう道である。賈耽の「道里記」に、
営州より東に百八十里、燕郡城に至る。又汝羅の守捉を経て遼水を渡り五百里、安東都護府
に至る。府は、故の漢の襄平城なり、…都護府より東北に古蓋牟、新城を経て、又、渤海の
長嶺府を経て千五百里、渤海王城に至る。
とあるように、営州―燕郡城（遼寧省錦州市義県）―汝羅の守捉―遼河―安東都護府（遼陽市）
―新城（撫順市付近）―長嶺府（吉林省樺甸市の蘇密城）―上京に至るルートである（21）。832年
（大和６）に、第11代王大彝震によって、司賓卿の賀守謙は幽州（北京）に派遣されたが、この
時には「営州道」が利用したものと考えられる（22）。
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おわりに
以上、渤海の遣唐使について概観したが、渤海は建国当初と黒水靺鞨との対立に端を発して唐
と一時対立した。その後は、穆宗が大仁秀に、「国を挙げて内属し、子を遣わして来朝し、命を
祗みて章を奉り、礼違う者なし」（『白氏文集』巻52「渤海王子加官制」）と述べているように、
渤海は唐に臣従して、遣唐使を派遣したのであった。それは文宗（在位826～840）が大彝震に、
「渤海は晏寧にして遠く華風を慕う」と（『文苑英華』巻471「渤海王大彝震に与うる書」）という
ように、中華に対する強い憧憬の表れと認識されたが、渤海にとっては、割拠する靺鞨諸族の上
に君臨し、また新羅や契丹、室韋などの周辺諸民族、諸国家に対して優位な関係を維持していく
上でも、唐の「古今の制度」を積極的に学んで、官制や行政制度、都城制度などを整備して国家
の威信を高めることが、必要不可欠であったのである。
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